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反応拡散方程式で､ Koppellowardが研究 した 九一 O 系の特殊な
場合もこれに含まれるoComplexTDGL方程式は､ もともとの系が､
時間的ⅠIopf分岐を示している際にreductivepurterbation法を用い.

















速度で回転 している螺旋波を考える｡位相特異点 (コア)か ら離れ
るにしたがって､ 螺旋波はarchimedes頗旋パターンを示すと仮定す
る｡ このarchimedes螺旋は本質的にone-parameterfamilyである




か ら､ 解は揺動を示さず一定の値をとり､ 撹帽はゼロとなることが







即ち､ 解 W の振幅 R と位相関数 S からある関数_中 を
定義 し､Schrodinger 方程式の形を得ることができる｡ ここで
ポテンシャル U は R と S のファンクショナルである｡















まず,r=0と r=巾 の極限の 展開を､ 求める｡ ここで､A
rchimedes頗碇の波数を k ､ そ して 接噸の r=0での微分を
Rl とするo この二つの量を用いて 展開が建まる｡ しかし､実蘇
に計算するとわかるように､二つの展開は収束半径が重なる領域を
作 らないため､ 中間領域をなんらかのの方法で接続する必要がある｡
これは､数値計算上は､ 微分方程式を解 くことで実行 した｡
結果は､ R と S の時間発展方程式の結果と救べてある精











































場合には､ Wの時間微分がゼロであるという core の
定義しか用いることができない｡期待 したとおり､core
の空間的位置は, 円を盃ませたものとなった｡
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